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The revised Pharmaceutical AŠairs Act that came into force in June 2009 prohibits the sales of nonprescription
drugs by mail. However, as a provisional measure, regular users and inhabitants of remote islands that do not have
pharmacies or drug stores would be able to purchase nonprescription drugs by mail for two years. However, this regula-
tion is now being discussed from the perspectives of safety and convenience. The purpose of this study was to conduct a
survey on the purchasing of nonprescription drugs over the Internet by inhabitants of remote islands belonging to Goto
City in Nagasaki prefecture. The results showed that approximately 78.0％ of the Internet-literate respondents living on
large islands (with pharmacies, drug stores, and pharmacists, e.g., Fukue-shima), 65.4％ of the Internet-literate respond-
ents living on small islands scattered around large islands (where pharmacies, drug stores, and pharmacists are not locat-
ed, e.g., Mae-shima) had purchased necessities except nonprescription drugs, but the rate of purchasing nonprescription
drugs over the Internet was approximately less than 10％. The results of this survey suggest that it is not necessary to pur-
chase nonprescription drugs over the Internet. However, owing to a small but signiˆcant minority of inhabitants who
need to purchase nonprescription drugs over the Internet, there is an urgent need for establishing an optimum system for
supplying medicinal products to remote islands.
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緒 言

2009 年 6 月 1 日より，一般用医薬品の販売にお

いてより確かな安全性を確保するために改正薬事法

が施行された．新制度では，一般用医薬品はリスク

区分され（第一類，第二類，第三類），一般用医薬

品のうち 95％（約 13000 品目）におよぶ第二類及

び第三類の販売に従事する者として，新しく登録販

売者が認められることとなった．一方で，第一類と

第二類の一般用医薬品については，郵送販売（イン

ターネット販売を含む）が禁止された．この規制に

ついては，薬局・薬店がない離島の居住者や継続使

用者に対して 2 年間の経過措置が認められたもの

の，その是非に関しては，現在も安全性や利便性の

観点から様々な議論が展開されている．離島居住者

にはインターネットを利用した一般用医薬品の販売
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は有用との意見もあるが，具体的調査に基づく実証

はほとんどなされていない．わが国は多くの離島・

僻地を抱え，これらの地域には，薬局・薬店のない

地域，薬剤師不在の地域も少なくない．同時に，過

疎化，高齢化，交通の不便さ等は共通の課題であ

る．このような地域において，一般用医薬品の新販

売制度の下，安全な一般用医薬品使用を実現するた

めには，都市部とは異なる医薬品供給・管理・適正

使用モデルが必要であると考える．しかし，離島・

僻地の居住者に対するセルフメディケーションの実

態調査やニーズ調査はこれまでにほとんど行われて

いない．

離島には一次離島（大型離島で薬局・薬店・薬剤

師が存在する）と二次離島（大型離島の周辺に点在

する小離島で薬局・薬店・薬剤師が存在しない）が

ある．われわれはこれまでに，離島地域のうち，イ

ンターネット環境がほぼ整備され，薬局・薬店のあ

る地域（一次離島）の居住者を対象に，インターネ

ットでの医薬品購入に関する実態や意識調査を実施

して検討した．1,2)その結果，回答者（97 名）のう

ち 77％（75 名）は自宅にインターネット環境を持

ち，インターネットで医薬品以外の購入歴があった

が，インターネットで風邪薬などの医薬品を購入し

た住民は 2 名（2％）とごくわずかで，95 名（98％）

は購入したことがなかった．また，インターネット

で医薬品を購入する必要性を感じたことがある回答

者は全体の 7％であったことが判明した．しかし，

これらの研究では，インターネットを使用しない離

島居住者や，薬局・薬店が存在しないような二次離

島居住者の住民からの意見を得ることができておら

ず，そのため，回答が得難かった高齢者や，より医

薬品入手が困難な二次離島の居住者を対象とし，調

査対象者のインターネット使用状況を考慮した上

で，一般用医薬品の購入，使用実態やニーズに関す

る調査を大規模かつシステマティックに実施するこ

とが必須であると判断した．

そこで本研究では，多くの離島を擁する長崎県五

島市をモデル地域とし，一次離島と二次離島の居住

者にとっての一般用医薬品のインターネット販売の

必要性・有用性や，僻地における一般用医薬品の適

正使用推進のための最適な供給・管理体制，薬剤師

と市民間のリスクコミュニケーションのあり方につ

いて調査・解析することを目的とした．本稿では，

インターネット使用者に対するアンケート結果を示

す．

方 法

1. 用語の定義 長崎県五島市には，平成 21

年 10 月末現在，福江島，奈留島，前島，久賀島，

蕨小島，椛島，赤島，黄島，黒島，島山島及び嵯峨

島の 11 の有人島がある．これらの島のうち，福江

島と奈留島には「薬局・薬店」が存在しているが，

それ以外の島には存在していない．本研究において

は，「薬局・薬店」へのアクセスの違いにより，以

下のように「一次離島」及び「二次離島」という区

分を設けた．「一次離島｣…本土との直接的な移動手

段があり，薬局や薬店があるような大離島（福江

島，奈留島及び島山島）．なお，島山島には薬局・

薬店が存在せず，「薬局や薬店がない離島の居住者」

ということで，厚生労働省より一般用医薬品のネッ

ト販売の 2 年間の経過措置に含まれる離島であると

されてはいるものの，福江島と橋で結ばれているこ

とから，本研究では一次離島区分に含めた．「二次

離島｣…本土への直接的な移動手段がなく，薬局・

薬店がないような，大離島の周辺に点在し，「離島

の中の離島」とも表現される小離島（前島，久賀島，

蕨小島，椛島，赤島，黄島，黒島及び嵯峨島）．

2. 調査対象者 本調査では，長崎県五島市全

人口のうち医薬品の主な購買層と考えられる 16 歳

以上を調査対象とした．平成 21 年 10 月末現在の五

島市の人口は 43072 人であり，男性 20152 人（46.8

％）及び女性 22920 人（53.2％），また，一次離島

居住者 42084 人（97.7％）及び二次離島居住者 988

人（2.3％）であった．このうち，16 歳以上の居住

者 38224 人から，五島市職員が住民基本台帳を用い

て 3000 人を無作為抽出した．さらに，二次離島居

住者のデータをより多く集めるために，無作為抽出

において抽出されなかった 16 歳以上の二次離島居

住者，残り 819 人も対象とし，合計 3819 人（一次

離島居住者 2944 人及び二次離島居住者 875 人）を

対象とした．

3. 調査方法及び調査期間 本調査では，行政

区全体が離島である五島市に協力を得て，五島市職

員によって直接，住民基本台帳を用いて，16 歳以

上の五島市民 3000 名を無作為に抽出することで，

アンケート対象者の偏りをなくし，さらに，五島市
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から直接送付することで意見の誘導を極力減らし，

様々な状況や立場に置かれる離島居住者からの意見

をできるだけ多く抽出するという手法を試みた．

また本調査は，多肢選択式及び自由記述式の無記

名アンケート調査により行った．対象者のインター

ネット使用状況により 2 種類のアンケート用紙

（「インターネットを使う方用のアンケート」と「イ

ンターネットを使わない方用のアンケート」）を用

意し，対象者自身にどちらかを選択して回答しても

らう方式とした．アンケート用紙のほか，アンケー

トの趣旨説明を書いた「アンケートのお願い」，ア

ンケートの具体的な記載方法等の説明用紙「アン

ケートについての注意書き」，及び返信用封筒とと

もに，五島市からの送付物として宅配便にて送付し

た．平成 22 年 1 月 22 日2 月 26 日の間にアンケー

ト用紙を送付し，5 月 19 日を最終受付として締め

切った．「インターネットを使う方用のアンケート」

の内容を Fig. 1 に示す．

4. 解析方法 回収されたアンケート用紙のう

ち，「インターネットを使う方用のアンケート」と

「インターネットを使わない方用のアンケート」の

両方ともに記載のある用紙，両方ともに記載がない

用紙，回答方法を間違った用紙は解析から除外し

た．本研究では，「インターネットを使う方用のア

ンケート」について集計，解析を行った．なお，統

計解析には，x2 検定を用いた．

結 果

1. アンケート回答数 回答期限までに回収さ

れたアンケート用紙は 1269 件であり，最終的に有

効回答としたものは 825 件（回収率 21.6％）であ

った．有効回答とした 825 件は，16 歳以上の五島

市居住者 38244 人の 2.2％にあたり，一次離島居住

者 648 件，二次離島居住者 177 件であった．

有効回答のうち，インターネット使用者の割合は

一次離島居住者 277 名（42.7％），二次離島居住者

26 名（14.7％）であり，一次離島居住者の方が多

かった（Fig. 2）．このうち，一次離島居住者 246

名（88.8％）及び二次離島居住者 24 名（92.3％）

が，パソコン若しくは携帯電話を自分で操作してイ

ンターネットを使用していると回答し，残りは代わ

りに操作してくれる人が近くにいると回答した．な
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Fig. 1.（Continued）

Fig. 2. Percentage of Internet-literate and Internet-illiterate
People
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お，インターネット非使用者の割合は，一次離島居

住者 371 名（ 57.3％），二次離島居住者 151 名

（85.3％）であり，二次離島居住者の方が多かった．

以降，インターネットを使用する一次離島居住者

277 名，二次離島居住者 26 名について解析を行っ

た．

2. 居住者（インターネット使用者）の基本情報

　居住者の基本情報を Table 1 に示す．

3. 医薬品以外の一般的な物品の購入について

3-1. インターネットでの買物をした経験の有無

　インターネットを使用している一次離島居住者の

216 名（78.0％），二次離島居住者の 17 名（65.4％）

が，インターネットを利用して医薬品以外の物品の

購入経験があると回答した．購入経験の割合に，一

次離島，二次離島の差はなかった（p＞0.05, x2 test）．

3-2. 購入時の状況（購入経験のある者)

インターネットでの医薬品以外の物品購入の経験

がある回答者（一次離島居住者 216 名，二次離島居

住者 17 名）に購入時の状況をたずねた（Figs. 3

and 4）．ここで，選択肢の中で「便利だった」「安

く手に入った」「安心して購入できた」という語句

を，「購入時に好印象を得た」の指標とし，「余分な

経費がかかったことがある」「がっかりした」「断ら

れたことがある」「困った」という語句を「購入時

に悪印象を得た」の指標とした．

インターネット購入に関して悪印象であった意見

に比べ，好印象だったとする意見の方がかなり多か

った．離島に特有の問題点として，送料が余計にか

かることや品物が届く時間がかかることが考えられ

るが，一次離島居住者 139 名（64.4％），二次離島

居住者 10 名（58.8％）が「比較的早く届き便利」

と好印象だったのに対し，「離島なので，都市部と

比較して品物が届くのに日数がかかり困った」と悪
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Table 1. Proˆles of Inhabitants Who are Internet-literate

一次離島における
人数(％)(n＝277)

二次離島における
人数(％)(n＝26)

性別

男性 112(40.4) 14( 53.8)
女性 165(59.6) 12( 46.2)

年齢

10 歳 29(10.5) 1( 3.8)
20 歳 41(14.8) 3( 11.5)
30 歳 81(29.2) 2( 7.7)
40 歳 56(20.2) 8( 30.8)
50 歳 43(15.5) 8( 30.8)
60 歳 20( 7.2) 3( 11.5)
70 歳 5( 1.8) 8( 30.8)
80 歳 2( 0.7) 0( 0.0)

職業

会社勤め 69(24.9) 3( 11.5)
無職 65(23.5) 3( 11.5)
公務員 50(18.1) 11( 42.3)
学生 27( 9.7) 1( 3.8)
自営業 26( 9.4) 1( 3.8)
農業 10( 3.6) 4( 15.4)
パート/アルバイト 10( 3.6) 1( 3.8)
漁業 5( 1.8) 3( 11.5)
介護職員 4( 1.4) 0( 0.0)
その他 21( 7.6) 0( 0.0)

現在の住まい

自宅 275(99.3) 24( 92.3)
施設 2( 0.7) 2( 7.7)

現在同居している人数

単身者 19( 6.9) 11( 42.3)
1 名 65(23.5) 6( 23.1)
23 名 119(43.0) 4( 15.4)
4 名以上 33(11.9) 2( 7.7)
無回答 41(14.8) 3( 11.5)

現住の島の居住年数

5 年未満 38(13.7) 11( 42.3)
510 年未満 17( 6.1) 4( 15.4)

1015 年未満 6( 2.2) 0( 0.0)
1520 年未満 38(13.7) 2( 7.7)
20 年以上 178(64.3) 9( 34.6)

通院状況

通院中 72(26.0) 9( 34.6)
以前通院 128(46.2) 10( 38.5)
通院歴なし 77(27.8) 7( 26.9)

通常歩行の可否

寝たきり 0( 0.0) 0( 0.0)
歩行困難 1( 0.4) 0( 0.0)
歩行可・要介助 3( 1.1) 0( 0.0)
通常歩行 273(98.6) 26(100.0)

790 Vol. 131 (2011)

い印象を持ったのは一次離島居住者の 30 名（13.9

％），二次離島居住者の 1 名（5.9％）と少数だった

（Figs. 3 and 4）．一方，離島だからという理由で断

られた経験を持つ一次離島居住者が 26 名（12.0％）

いた（Figs. 3 and 4）．

また，「その他」の意見として，離島で入手でき

ないものがインターネットで購入可能でありイン

ターネットによる購入が有用であるとする意見（3

件）がある一方で，非常に送料が高かった，配送不

可との WEB 上の表示にがっかりしたという意見

（3 件），インターネットによる購入は便利だが購入

先を吟味する必要があるといった意見もみられた．

3-3. インターネットで購入しない理由（購入経

験がない回答者) インターネットで医薬品以外

の物品の購入経験がない回答者（一次離島居住者

61 名，二次離島居住者 9 名）にその理由をたずね

たところ，一次離島居住者では島内の商店で間に合

っている（40 名，65.6％）が最も多く，ついでイ

ンターネットでの買い物が信用できない（18 名，

29.5％）というものが多かった．一方，二次離島居

住者ではインターネットでの買い物が信用できない

（7 名，77.8％）が多かった．

4. 一般用医薬品の使用・購入について な

お，アンケート用紙には理解し易いように「市販の

医薬品」と記載したが，本論文では一般用医薬品と

記載した．

4-1. 一般用医薬品の使用頻度 インターネッ

ト使用者における一般用医薬品の使用頻度は，「時

々購入する（2 ヵ月1 年に 1 回程度）」とするもの

が，一次離島居住者 131 名（47.3％），二次離島居

住者 12 名（46.2％）と最も多かった．

4-2. 一般用医薬品の購入先 一般用医薬品の

主な購入先は，「病院の薬を出してもらえないよう

なドラッグストア・薬店」としたものが最も多く

（一次離島居住者 133 名，48.0％，二次離島居住者

16 名，61.5％），ついで「薬剤師がいて，病院の薬

を出してもらえるような薬局」が多かった（一次離

島居住者 67 名，24.2％，二次離島居住者 4 名，

15.4％）（Fig. 5）．一方，インターネットで購入す

ると回答した者は，一次離島居住者の 3 名（1.1％）

のみであった（Fig. 5）．

「病院の薬を出してもらえないようなドラッグス

トア・薬店」を選択した回答者のうち，一次離島居
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Fig. 3. Percentage of People Who Have Favorable Opinions about Making Purchases over the Internet (multiple answers)

Fig. 4. Percentage of People Who Have Poor Impressions about Making Purchases over the Internet (multiple answers)

Fig. 5. Percentage of Islands Where Inhabitants Purchase Nonprescription Drugs
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住者 104 名（78.2％），二次離島居住者 9 名（56.3

％）が 2040 歳代であった（データは示していない）．

4-3. ｢インターネットで購入」する理由

一般用医薬品を主に「インターネットで購入」す

るという回答者が，一次離島居住者に 3 名のみい

た．その理由として，「自宅にいながらして手に入

れることができるから」「プライバシーが守れるか

ら」「インターネットで買う方が安いから」「服用方

法などの情報が豊富で安心できるから」「目的の医

薬品が薬局で置いてなくて不便だったから」といっ
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Fig. 6. Question: Which Pharmacies (with Pharmacists Who Prescribe) Do Inhabitants Wish to Purchase Nonprescription Drugs
from? (multiple answers)

Table 2. Reasons That the Inhabitants Wish to Purchase
Nonprescription Drugs at Pharmacies Where Pharmacists
Prescribe (multiple answers)

一次離島 二次離島

実物を手にとりながら購入したいから 26(38.8) 3(75.0)

薬局の薬剤師から説明を受けて購入し
たいから

45(67.1) 1(25.0)

病院へ行ったついでに購入できるから 16(23.9) 2(50.0)

医師や薬剤師から，市販薬を勝手に買
ってはいけないと言われているから

1( 1.5) 0( 0.0)

信頼できる行きつけの薬局があるから 16(23.9) 2(50.0)

信頼できるかかりつけの薬剤師がいる
から

8(11.9) 2(50.0)

お薬の飲み合わせや副作用が気になる
から

15(22.4) 1(25.0)

その他 1( 1.5) 1(25.0)

無回答 2( 3.0) 0( 0.0)

表示値は人数（名)，( ）内は，「薬剤師がいて，病院の薬を出して

貰えるような薬局で購入」を選んだ一次離島（n＝67）及び二次離島

（n＝4）居住者に対する各割合（％）を示す．
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た意見が記載されていた（複数回答）．

4-4. ｢薬剤師がいて，病院の薬を出して貰える

ような薬局」で購入する理由 一般用医薬品を主

に「薬剤師がいて病院の薬を出してもらえる薬局

（すなわち保険薬局）」で購入するとした回答者（一

次離島居住者 67 名，二次離島居住者 4 名）にその

理由をたずねたところ，一次離島居住者では「薬局

の薬剤師から説明を受けて購入したいから」（45 名，

67.1％），「実物を手にとりながら購入したいから」

（26 名，38.8％）が多く，二次離島では少数意見に

分かれていた（Table 2）．

4-5. ｢薬剤師がいて，病院の薬を出して貰える

ような薬局で購入」する回答者の購入先 一般用

医薬品を「薬剤師がいて，病院の薬を出してもらえ

るような薬局」で購入すると回答した者の購入する

薬局の場所としては，一次離島居住者の多くが「島

内の薬局」（47 名，70.1％），「福江島のような大き

な島の薬局」（22 名，32.8％）が多く，長崎や福岡

まで医薬品を購入しに行くとの回答者も 2 名いた

（Fig. 6）．二次離島居住者においては，居住する島

には薬局がないため，福江島のような一次離島に行

くとの回答者が 3 名，長崎や福岡まで医薬品を購入

しに行くとの回答者が 1 名であり，また，福江島か

ら医薬品を届けてもらうとの回答者も 1 名いた

（Fig. 6）．

4-6. ｢病院の薬を出して貰えないようなドラッ

グストア・薬店で購入」する理由 一般用医薬品

を主に「病院の薬を出してもらえないようなドラッ

グストア・薬店」で購入するとした回答者（一次離

島居住者 133 名，二次離島居住者 16 名）にその理

由をたずねたところ，「実物を手に取りながら購入

できる」としたものが一次離島，二次離島居住者と

もに最も多く，各々 88 名（66.2％），10 名（62.5％）

であり，ついで「品揃えが豊富」（各々 83 名，62.4

％，9 名，56.3％），「安く購入できる」（各々 71 名，

53.4％，9 名，56.3％）というものだった（Fig. 7）．

4-7. ｢病院の薬を出して貰えないようなドラッ

グストア・薬店で購入」する回答者の購入先

一般用医薬品を主に「病院の薬を出してもらえな
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Fig. 7. Reasons That Inhabitants Wish to Purchase Nonprescription Drugs at Drug Stores (multiple answers)

Fig. 8. Question: Which Drug Store Do Inhabitants Wish to Purchase Nonprescription Drugs from? (multiple answers)

793No. 5

いようなドラッグストア・薬店」で購入する回答者

の購入先としては，一次離島居住者では「島内の薬

局」（109 名，82.0％），二次離島では「福江島のよ

うな大きな島のドラッグストア」（13 名，81.3％）

を選択した回答者が特に多かったが，「長崎や福岡

など本土のドラッグストア」を選択した回答者も一

次離島居住者に 13 名（9.8％），二次離島居住者に

3 名（18.8％）いた（Fig. 8）．

4-8. ｢配置薬（置き薬）を利用する」理由

一般用医薬品は「配置薬を利用する」を選んだ回

答者（一次離島居住者 47 名，二次離島居住者 4 名）

にその理由をたずねた結果，一次離島居住者では

「これまで配置薬で対応して困ったことがない」と

いう回答者が 33 名（70.2％）と最も多く，ついで

「買いに行くのが面倒」，「慣れ親しんだ薬だから」

という回答が多かった．二次離島では，配置薬を選

んだ者が 4 名しかいなかったが，うち 2 名が「これ

まで配置薬で対応して困ったことがない」と回答し

た．

4-9. ｢配置薬（置き薬）を利用する」回答者が

契約している配置薬会社数 一般用医薬品に「配

置薬を利用する」とした一次離島居住者において，

1 社との契約者が 59.6％と最も多かった．

4-10. 配置薬（置き薬）の補充頻度 配置薬

の補充頻度としては，一次離島居住者では 23 ヵ月

に 1 度とするものが 30 名（63.8％）と最も多く，
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Fig. 9. Percentage of Inhabitants Who Purchase (or Try to Purchase) Nonprescription Drugs over the Internet

Table 3. Question: What Was the Drug Supply Situation
When Inhabitants Purchased Nonprescription Drugs over
the Internet? (multiple answers)

一次離島 二次離島

注文でき，離島であるにもかかわらず
比較的早く品物が届いた

8 0

離島で手に入らない商品が購入できて
助かった

6 1

送料が生じても，離島で購入するより
も安く手に入った

7 0

対応がしっかりしていて，安心して購
入できた

3 0

無回答 1 0

表示値は人数（名)
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二次離島居住者では配置薬利用を選んだ者が 4 名し

かおらず補充頻度もまちまちであった．

4-11. ｢市販の薬は購入した事がない」理由

　｢市販の薬は購入しない」を選択した回答者は，

一次離島で 7 名，二次離島で 2 名いた．その理由と

しては，「調子が悪く（病気に）なると病院にすぐ

かかることから病院から薬が手に入るから」との回

答が多く（一次離島居住者，4 名，二次離島居住者，

2 名），「市販の薬は効き目が弱いと思うから」とい

う意見もみられた．

5. インターネットでの一般用医薬品の購入

5-1. インターネットで一般用医薬品を購入（購

入しようとしたこと）の有無 一般用医薬品のイ

ンターネットでの購入の必要性をたずねたところ，

「購入したことがないし，必要性も感じたことがな

い」との回答が一次離島，二次離島居住者でぞれぞ

れ 234 名（84.5％），16 名（61.5％）であり，「購入

したことはないが，必要性を感じたことがある」と

の回答はそれぞれ 24 名（8.7％），8 名（30.8％）で

あった（Fig. 9）．少数ではあるが，購入したこと

がある者も一次離島居住者で 17 名（6.1％），二次

離島居住者で 1 名（3.8％）存在した（Fig. 9）．

5-2. ｢インターネットで購入したことがある」

理由 インターネットで一般用医薬品を購入した

ことがある回答者（一次離島居住者 17 名，二次離

島居住者 1 名）にその理由をたずねた結果，一次離

島居住者では，「価格が安い」が最も多く 10 名

（58.8％），ついで「島内の薬局で使用したい医薬品

が手に入らない」が 5 名（29.4％）であり，「試し

に購入した」との回答も 5 名いた（29.4％）（Fig.

10）．インターネットで購入したほうが安かった一

般用医薬品の例としては，コレステガード，整腸

剤，目薬が挙げられた．

5-3. インターネットで購入した時の状況

インターネットで一般用医薬品を購入したときの

状況としては，離島であるのにもかかわらず比較的

早い（8 名），安い（7 名），離島で手に入らないも

のが手に入った（6 名）という感想が一次離島居住

者に多かった（Table 3）．

5-4. ｢インターネットで購入したことはない

が，その必要性を感じた事がある」時について

　｢インターネットで一般用医薬品を購入したこと

はないが，必要性を感じることがある」と回答した

者が必要性を感じる時として，「自分は必要ないが，

体の不自由な方たちのことを聞くと，必要性を感じ

る」という回答者が一次離島 11 名（45.8％, n＝

24），二次離島 5 名（62.5％, n＝8）と最も多かっ

た．また，これらに関連して，「その他の理由」と

して，「使ったことのある安心してよい薬であれば

島外に行かずに購入できると便利（島内に店がない

ため）」というものがあった．
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Fig. 10. Reasons That Inhabitants Wish to Purchase Nonprescription Drugs over the Internet (multiple answers)

795No. 5

5-5. ｢インターネットで購入したことはない

が，その必要性を感じた事がある」理由 イン

ターネットで市販の一般用医薬品を購入する必要性

を感じたときに購入しなかった理由としては，「離

島であるためにコストがかかりそう」としたものが

一次離島 9 名（n＝24），二次離島 4 名（n＝8）と

最も多く，ついで「時間がかかりそう」としたもの

が一次離島 8 名，二次離島 3 名と多かった．「薬は

インターネットで購入するものでない」という意見

も一次離島，二次離島において各々 4 名，2 名みら

れた．

5-6. ｢インターネットで購入したことがない

し，その必要性も感じない」理由 インターネッ

トを使用できるのに，インターネットでは一般用医

薬品を購入したことがなく，その必要性も感じない

理由として，「身近な薬局やドラッグストアで購入

できる」とした意見が，一次離島 188 名（80.3％,

n＝234），二次離島 13 名（81.3％, n＝16）と最も

多く，ついで「そもそも薬はインターネットで購入

するものでないと考える」としたものが，一次離島

121 名（51.7％），二次離島 7 名（43.8％）と多かっ

た．さらに「配送料など，離島なので余計にコスト

がかかりそうだから」，「離島なので注文してから配

送されるのに時間がかかりそう」などの意見もそれ

ぞれ 25％前後あった（Fig. 11）．

「その他」の理由として，「インターネットで薬を

購入するという発想がなかった」「インターネット

自体のシステムがこわいから」（2 名）「インターネ

ット通販は便利だが，通常は受取るために家にいな

くてはならない」「不在がちなので不便な面もある」

「顔の見えないインターネットで薬を購入すること

に少し抵抗がある」「やはり医者や薬剤師の方に処

方される薬の方が安心できる気がする」「緊急を必

要とする場合に手元にすぐ届かないから」「今の状

況で不自由を感じていないから」といった意見がみ

られた．

なお，一次離島居住者には歩行困難，あるいは歩

行可だが介助が必要な者が 4 名いた．年齢はばらつ

きがあったが，全員女性であった．インターネット

による医薬品以外の物品購入経験は，あるものとな

いものが 2 名ずつであったが，医薬品のインターネ

ット販売に関しては，全員経験がなく，その必要性

も感じないとの回答であった（Table 4）．

6. 一般用医薬品の入手全般

6-1. 一般用医薬品を手に入れる方法として期待

するものについて 今後期待する一般用医薬品の

入手方法として，「今のままで十分」という回答が

一次離島で 70.4％，二次離島で 53.8％と最も多か

った（Fig. 12）．一方，二次離島居住者において，

「事前にお願いしておけば，定期的に配達」，「緊急

時でも薬剤師が配達」を期待する意見もあった（そ

れぞれ 15.4％, 11.5％）．さらに，「できればイン
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Fig. 11. Reasons That Inhabitants Have Never Purchased or Have Never Felt the Need to Purchase Nonprescription Drugs over the
Internet (multiple answers)

Table 4. Comments from Inhabitants Who Find It Di‹cult to Walk and Need Help while Walking in the House

年齢 性別
インターネット

物品購入 医薬品の購入方法
医薬品のインターネット

販売について 今後の医薬品の購入方法

80 女 ある 配置薬を利用
購入なし

必要性なし
緊急時でも薬剤師に配達

20 女 ある 配置薬を利用
購入なし

必要性なし
今のままで十分

80 女 ない わからない
購入なし

必要性なし
緊急時でも薬剤師に配達

50 女 ない ドラッグストア・薬店
購入なし

必要性なし
今のままで十分
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ターネットで購入したい」という回答者も一次離島

に 16 名（5.8％），二次離島に 2 名（7.7％）存在し

た（Fig. 12）．

6-2. 誰に医薬品の配達を期待するか 一般用

医薬品の配達は，「五島市内の薬局（の薬剤師）」に

と希望する居住者が，一次離島 30 名（73.2％, n＝

41），二次離島 5 名（71.4％, n＝7）とともに最も

多かった．「五島市内の薬局（薬剤師でなくてもよ

い）」と回答したものも多かった．

6-3. どこまで配達してほしいか 一般用医薬

品の配達は，自宅までを希望するものが，一次離島

40 名（97.6％, n＝41），二次離島 6 名（85.7％, n＝

7）と最も多かった．

6-4. インターネットでの一般用医薬品の販売規

制の認識 平成 21 年度の改正薬事法施行によ

り，インターネットでの一般用医薬品販売が原則規

制されたことに関しては，インターネットを使用者

する一次離島及び二次離島居住者のそれぞれ半数以

上が知っていた（Fig. 13）．

6-5. インターネットでの一般用医薬品の販売規
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Fig. 12. The Ways to Purchase Nonprescription Drugs in the Future

Fig. 13. Question: Were You Aware of the Prohibition on Purchasing Nonprescription Drugs over the Internet by the Revised Phar-
maceutical AŠairs Act?

797No. 5

制に対する意見 一般用医薬品のインターネット

での販売規制について，インターネットを使用する

一次離島居住者の 154 名（55.6％）が自由記述を記

載していた．販売規制に関して，「賛成」「規制して

ほしい，したほうがよい」「規制が当然，妥当，い

たしかたない」「インターネットで薬の販売は信じ

られない」「インターネットでの薬の販売に反対」

「インターネットでの薬の販売はない方がいい，嫌

いだ」「薬等を通信で購入する気にはなれない」な

どの記述を含むものを賛成意見だと判断し抽出する

と 43 件であった．一方，「反対」「販売規制をしな

くていい，必要はない」「販売規制で困っている」

「インターネットでの販売もよい，必要」「インター

ネットで買えないのはおかしい」などの記述を含む

ものを規制反対だと判断し抽出すると 20 件であっ

た．インターネットを使用する二次離島居住者では

13 名（50.0％）が自由記述を記載していた．同様

に，販売規制に関する意見を抽出したところ，規制

賛成意見 1 件，規制反対意見 1 件であった．

考 察

1. 本調査の対象となった離島居住者におけるイ

ンターネット利用の実態 全有効回答のうち，イ

ンターネットを使用している者は，一次離島居住者

の 42.7％，二次離島居住者の 14.7％であった（Fig.

2）．これは，平成 22 年 4 月に発表された総務省に

よる平成 21 年「通信利用動向調査｣3)によるわが国

のインターネットの人口普及率 78.0％と比較する

とかなり低い．このことから，離島住民のインター

ネット利用率は，全国的平均からするとかなり低い

ことが推察される．特に，薬局・薬店が存在しない

二次離島居住者でインターネットを使用している者

の割合は，全国平均の約 1/5 と相当低いことがわか

った．これは，二次離島には高齢の居住者が多いこ

とも原因しているのであろう（Table 1）．

さらに本調査においてインターネットを使用して

いると回答した者の年齢層をみると，一次離島では

30 歳代から 40 歳代が 49.5％，16 歳から 20 歳代が

25.3％と多く（Table 1），高年齢層の離島居住者

は，あまりインターネットを使用していないと推察
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される．また，インターネット使用者の男女比は，

一次離島居住者では 59.6％が女性，40.4％が男性，

二次離島居住者では 46.2％が女性，53.8％が男性で

あり，五島市の人口の男女の構成比男性 46.8％，

女性 53.2％（平成 21 年 10 月末時点）という五島

市人口の男女比率とほぼ一致していることから，イ

ンターネットの使用に男女の差がないことが示唆さ

れた．

2. インターネット使用離島居住者の一般物品の

インターネット購入 インターネットを使用して

いる一次離島居住者の 78.0％，二次離島居住者の

65.4％が，インターネットを利用した医薬品以外の

物品の購入経験があると回答した．これは，全国の

インターネット利用者を対象としたインタラクティ

ブウェブ調査におけるオンラインショッピングの利

用率 81.0％4)に近い値であり，離島においてもイン

ターネットを利用する居住者の多くがインターネッ

トで一般物品を購入しているということが明らかと

なった．これらのインターネットによる一般物品購

入経験をもつ離島居住者においては，インターネッ

ト購入に関して悪印象であった意見に比べ，好印象

だったとする意見の方がかなり多かった（Figs. 3

and 4）．これらのことから，インターネットを使用

する離島居住者は，インターネットによる物品購入

の利便性を十分に感じているということが明らかと

なった．

3. インターネット使用離島居住者の一般用医薬

品のインターネット購入 インターネットを使用

する離島居住者において，一般用医薬品を主に「イ

ンターネットで購入する」と回答したのは，一次離

島居住者の 1.1％のみであり，二次離島居住者には

存在しなかった（Fig. 5）．また，インターネット

を利用した一般用医薬品の購入経験があるのは，一

次離島居住者の 6.1％，二次離島居住者の 3.8％で

あった（Fig. 9）．これらのことから，離島居住者

は，「医薬品以外の一般物品」の購入に関してはイ

ンターネットの利便性を十分に感じていながら，

「一般用医薬品」の購入にインターネットを第一に

考える者は極めて少なく，また実際に購入した経験

も少ないということが明らかとなった．

一方，インターネットを使用する一次離島居住者

の 84.5％，二次離島居住者の 61.5％が「一般用医

薬品を，インターネットを利用して購入したことが

ないし，必要性も感じたことがない」と回答した

（Fig. 9）．その主な理由としては，「身近な薬局や

ドラッグストアで購入できる」，「そもそも薬はイン

ターネットで購入するものでないと考える」などが

多かった（Fig. 11）．また，「一般用医薬品を手に

入れる方法として今後期待するもの」として，「で

きればインターネットで購入したい」としたのは，

一次離島居住者の 5.8％，二次離島居住者の 7.7％

と少数であり（Fig. 12），離島居住者は，今後も一

般用医薬品の購入に関して，インターネットにあま

り大きく期待をしていないということが示された．

これらの調査結果から，インターネットを使用でき

る離島居住者の多くが，一般用医薬品のインターネ

ット販売をかならずしも必要としないことが示唆さ

れた．さらに，「歩行困難，あるいは歩行可だが介

助が必用」な 4 名の一次離島居住者は，インターネ

ットによる医薬品以外の物品購入経験はあるものと

ないものが 2 名ずつであったが，一般用医薬品のイ

ンターネット販売に関しては全員経験がなく，その

必要性も感じないと回答した（Table 4）．わずか 4

名ではあるものの，離島に住むインターネット使用

者で，かつ介助が必要というかなり特殊な医薬品購

入弱者でさえも，インターネットを用いた一般用医

薬品の購入は必要ないと判断していることになる．

このことは，離島居住者も，介助の必要な方もイン

ターネットによる一般用医薬品の購入は必要がない

ということを示唆しているものと考えられる．

ただし，インターネットを使用する一次離島居住

者の 8.7％，さらに二次離島居住者では 30.8％が，

一般用医薬品をインターネットで「購入したことは

ないが，必要性を感じたことがある」と回答してお

り（Fig. 9），少ないながらも一般用医薬品購入に

インターネットの必要性を感じる離島居住者がいる

のも事実である．インターネットでの一般用医薬品

の販売を規制するのであれば，それに代わる方法を

探る必要があると考えられる．

4. 離島居住者の一般用医薬品の入手方法に対す

る期待 インターネットを使用する離島居住者が

「一般用医薬品を手に入れる方法として今後期待す

るもの」として，「今のままで十分」という回答が

一次離島居住者の 70.4％，二次離島居住者の 53.8

％と最も多かったが，「緊急時でも薬剤師が配達し

てくれる」あるいは「事前にお願いしておけば，定
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期的に配達してくれる」といった「一般用医薬品の

配達」に対する期待が，一次離島居住者で合計

14.8％，二次離島居住者で合計 26.9％あった（Fig.

12）．また，一般用医薬品の配達を期待した一次離

島居住者の 97.6％，二次離島居住者の 85.7％が自

宅までの配達を希望していた．このことは，イン

ターネットを使用する離島居住者の一般用医薬品の

入手方法として，インターネットを介して購入する

ことよりも，薬剤師による自宅までの配送を期待し

ていることを示唆している．

一般用医薬品を離島居住者の自宅まで配達するこ

とは，一次離島居住者に対しては容易であるが，一

次離島あるいは本土から二次離島居住者の自宅まで

となると容易なことではない．その解決策の 1 つと

して，本土・一次離島の薬剤師が緊急時や事前契約

によって二次離島居住者に対して配達し，その適正

使用情報を対面で提供するシステムが考えられる．

このような一般用医薬品の供給・適正使用のための

システムを実現するためには，必要となるコスト，

本土・一次離島・二次離島のインフラ状況などの調

査研究を実施する必要がある．

一方で，離島・僻地地域の実情に応じた，医薬品

購入弱者に対する医薬品の医薬品供給・管理・適正

使用の新たな仕組みを見い出せるまでの間，「薬局

及び店舗販売業の店舗が存在しない離島に居住する

ものに対しての薬局製造販売医薬品，第 2 類医薬品

又は第 3 類医薬品の郵便販売に関する経過措置」の

期限延長は必要であろう．

結 論

離島居住者に対する一般用医薬品の購入実態に関

する大規模な調査を初めて実施した．

1) インターネット使用可能の離島居住者はイン

ターネットによる一般用品の購入は行っていた

が，一般用医薬品の購入を行っているものはほと

んどなく，その必要性も感じていなかった．

2) しかし，一部にはインターネットによる一般

用医薬品の購入の必要性を感じている者もおり，

インターネットによる一般用医薬品の購入を規制

するのであれば，それに変わるシステムを早急に

構築する必要がある．

3) 2)における新たな仕組みを見い出されるまで

は離島居住者に対する特例措置を継続する必要が

ある．
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